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ミッション 2マイルストーンの「Success 5」成功に関するお知らせ 

 

当社は、Mission 2 “SMBC x HAKUTO-R VENTURE MOON”（以下、「ミッション 2」という。）につい

て、マイルストーンの第 5 段階である Success 5（月フライバイ（※1）の完了）に成功したことを

お知らせいたします。 

 

記 

 

1. ミッション 2 の進捗について（2025 年 2 月 17 日現在） 

当社の RESILIENCE ランダーは、2025 年 1 月 17 日にお知らせの通り、Success 4 である、初回

軌道制御マヌーバ（※2）まで完了しておりました。今般、2025 年 2 月 15 日の日本時間朝に、

月フライバイ（※1）を実施し、RESILIENCE ランダーは月までおよそ 8,400km の距離まで接近し

月を通過、これにより民間企業による商業用の月着陸船としては史上初となるミッション 2 マ

イルストーンの Success 5、月フライバイを完了しました。月フライバイは、ispace が目指す低

エネルギー遷移軌道による深宇宙航行に移行するために重要なマイルストーンであり、目標通

過点に対して数十キロの範囲にランダーを通過させるため、精密な軌道計画と運用が求められ

ます。ミッション 1 で得た軌道制御の経験と実績により、当社として初挑戦となった月フライ

バイは無事成功しました。 

 

※ フライバイ：フライバイとは宇宙機が天体の近くを通り過ぎる宇宙飛行のことを指す用語

であり、その天体の探査を行ったり、別の目的地に向かうために通過天体の重力を利用して、

軌道を変更するための航法の一種 

※ マヌーバ：推進システムなどのアクチュエーター（エネルギーを動作に変換する装置）を制

御し、宇宙機の姿勢や位置、軌道などを変えること 

 

2. 業績への影響について 

本件が連結業績に与える影響はありません。 
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3. （ご参考）ミッション 2 のマイルストーン 

 

 

マイルストーン 完了予定時期 サクセスクライテリア 

Success 1  

（完了） 
打ち上げ準備の完了 打ち上げ 2-3 日前  RESILIENCE ランダーすべての開発工程を完

了。 

 打ち上げロケットへの搭載が完了。 

 世界の多様な地域で柔軟にランダーを組み

立てることができる能力の実証。 

Success 2   

（完了） 
打ち上げ及び分離の

完了 

打ち上げ 1 時間後  ロケットからランダーの分離が完了。 

 ランダーの構造が打ち上げ時の過酷な条件

に耐えられること、および設計の妥当性を

再確認するとともに、将来の開発・ミッシ

ョンに向けたデータを収集。 

Success 3   

（完了） 

安定した航行状態の

確立 

打ち上げ数時間後  ランダーと管制室との通信を確立し、姿勢

の安定を確認するとともに、軌道上で安定

した電源供給を確立。 

Success 4 

（完了）   
初回軌道制御マヌー

バ（注 1）の完了 

打ち上げ 1-2 日後  初回の軌道制御マヌーバを実施し、ランダ

ーを予定軌道へ投入。 

Success 5 

（完了）     
月フライバイ（注

2）の完了 

打ち上げ 1 ヶ月後  打ち上げ約 1 ヶ月後に、月フライバイを完

了。 

 深宇宙航行を開始。 

Success 6   LOI（注 3）前のすべ

ての深宇宙軌道制御

マヌーバの完了 

打ち上げ 3-3.5 ヶ

月後 

 太陽の重力を利用したすべての深宇宙軌道

制御マヌーバを完了し、月周回軌道投入マ

ヌーバの準備を完了。 

 ispace の深宇宙におけるランダー運用能力



 

（注1） マヌーバ：推進システムなどのアクチュエーター（エネルギーを動作に変換する装置）

を制御し、宇宙機の姿勢や位置、軌道などを変えること 

（注2） フライバイ：フライバイとは宇宙機が天体の近くを通り過ぎる宇宙飛行のことを指す用

語であり、その天体の探査を行ったり、別の目的地に向かうために通過天体の重力を利

用して、軌道を変更するための航法の一種 

（注3） LOI：月周回軌道投入（Lunar Orbit Insertion） 

 

4. （ご参考）ミッション 2 の概要 

 

 

以上 

 

と、航行軌道計画を再実証。 

Success 7   月周回軌道への到達 打ち上げ 4 ヶ月後  最初の月周回軌道投入マヌーバによるラン

ダーの月周回軌道投入の完了。 

 ランダーとペイロードを月周回軌道に投入

する能力を再実証。 

Success 8   月周回軌道上でのす

べての軌道制御マヌ

ーバの完了 

打ち上げ 4.5 ヶ月

後 

 着陸シーケンスの前に計画されているすべ

ての月軌道制御マヌーバを完了。 

 ランダーが着陸シーケンスの開始準備が出

来ていることを実証。 

Success 9   月面着陸の完了 打ち上げ 4.5 ヶ月

後 

 月面着陸を完了させ、今後のミッションに

向けた着陸能力を実証。 

Success 10   月着陸後の安定状態

の確立 

打ち上げ 4.5 ヶ月

後 

 着陸後の月面での安定した通信と電力確保

を確立。 


